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研究分野 老年看護学

学位 修士（看護学）

学歴 2006年埼玉県立大学　保健医療福祉学部看護学科卒業　2020年上智大学大学院　総合人間科学研究科修了

氏名 水間　夏子 部署 看護学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2014年～埼玉県立大学　保健医療福祉学部看護学科 助教

所属学会（役職）
日本老年看護学会、日本認知症ケア学会、日本難病看護学会、埼玉県立大学保健医療福祉科学学会、日本看護科学学

会、日本保健医療福祉連携教育学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

該当なし

IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月

高校生ヤングケアラーの支援者間連携に

おける促進因子と阻害因子
共著 あり

辻 玲子、水間 夏子、上原 美子、

浅井 宏美、東口 晴菜、常盤 文枝
2026.3

高齢入院患者の「動き」を促進する急性

期病院における看護実践
共著 あり

丸山 優, 水間 夏子, 畔上 光代, 國

澤 尚子, 大塚 眞理子
2025.7

老年看護学、

30(1)、 99-107

保健医療福祉連携、

19(1)

Ａ県における高校生ヤングケアラーを支

援するスクールソーシャルワーカーの実

践と支援上の課題

共同
第18回日本保健医療福祉連

携教育学会学術集会、東京

○水間 夏子，辻 玲子，上原 美子，浅井

宏美，東口 晴菜，常盤 文枝 
2025.10

高校生ヤングケアラーと一般高校生のJ-

KIDSCREEN‐27を用いたQOL評価の比

較

共同
第45回日本看護科学学会学

術集会、新潟市

○東口 晴菜, 浅井 宏美, 辻 玲子, 水間 夏

子, 常盤 文枝, 上原 美子
2025.12

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

外反母趾・浮き趾による転倒の予防に向

けた地域在住高齢者の足への関心
共同

日本老年看護学会第30回学

術集会、千葉市

○丸山 優，國澤 尚子，新村 洋未, 水間

夏子，波多野 真弓，畔上 光代，小長谷百

絵

2025.6

（４）その他

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

文部科学省科学研究費 基盤研究（C）
高校生ヤングケアラーのQOLに資

する支援者間連携モデルの構築
研究分担者 2023.4-2027.3

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

老年看護学Ⅳ 8 授業運営補助、グループワーク運営を行った。

文部科学省科学研究費 基盤研究（C）
介護老人福祉施設入所高齢者家族

の代理意思決定支援ツールの開発
研究代表者 2021.4-2026.3

（２）論文

認知症看護 2

急性期病院における認知症看護について、動画教材を用いたワークを

行った。また、認知症高齢者の家族の意思決定支援について、４分割

法を用いた事例分析を学生とともに行った。

名称 単・共

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間
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要介護高齢者やその家族の生活を重視する視点や高齢者のもてる力に

着目した援助の視点について学ぶ演習科目を担当した。

老年看護学Ⅲ 3 授業運営補助、グループワーク運営を行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

老年看護学Ⅱ 〇 7

老年看護学実習Ⅰ 2025.5-6
老人福祉センター2施設での実習を担当した。学生が利用者とのコミュ

ニケーションが図れるよう施設担当者との調整を行った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

老年看護学実習Ⅱ 2025.11-12
医療療養病床における長期療養中の高齢者を対象とした看護につい

て、４クール計22名の学生指導を担当した。

IPW実習 2025.10
介護老人保険施設におけるIPWについて６名のチームの教員ファシリ

テータを担当した。

総合実習 2025.7

医療療養病床における長期療養中の高齢者を対象とした複数受け持ち

実習を指導した。学生チームが優先順位を考えながら複数患者のアセ

スメント・計画実施・評価ができるよう、実習指導者との調整を行っ

た。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

卒業論文 2025.4-2026.1 主指導 2名 副指導 名

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

オープンカレッジ講座
看護学科老年看

護学領域

卒業生交流会（老年看護学領域）「看護職のキャリアアッ

プについて考える」
2025.10

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

該当なし

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

大学広報活動 大学見学（実習室見学説明） 2025.10

学科等における委員会等 カリキュラム運営検討会補佐（新カリキュラムに向けた現カリキュラム評価） 2025.4-2026.3

学生支援 三年担任（進路支援、交流会運営） 2025.4-2026.3

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間
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1 該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項


